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V304a X 線分光撮像衛星 (XRISM) 搭載軟 X 線撮像装置 (Xtend) の開発の現状 (6)
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2022年度に打ち上げ予定のX線分光撮像衛星 (XRISM)の搭載観測機器の一つである軟X線撮像装置 (Xtend)
はX線ミラー (XMA)とCCDカメラ (SXI)で構成され、4枚のCCD素子を 2× 2に配置することで 0.4 ‒ 13keV
において 38分角四方の広視野撮像を実現する。CCDは単体校正試験後にカメラ (SXI-S)に搭載し、冷却試験で
CCD画像に異常を確認した (2021春季年会で報告)。現在原因究明および処置方法の確立行っているが、2021年
7月中旬迄にその終了を目指している。カメラ以外では冷凍機駆動機器 (SXI-CD)は完成済、デジタル機器の一つ
である SXI-PEは不具合が発生したものの原因は判明・処置済かつ正常工程復帰済で本講演までには完成予定、も
う一方のデジタル機器 (SXI-DE)は他機器の不具合の影響で遲れはあるが 2021年内に完成予定である。今回の講
演では、SXIを中心に製作・試験・解析・その他の状況、及び衛星試験に向けた今後の見通しについて報告する。


